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教育方法学（特に、 能力論、学習論、評価論）、大学教育学
大学や中学校・高校をフィールドに研究と実践支援を行ってい
ます
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個別的水準

抽象的水準

一般的水準

思考の水準移動

サッカー

スポーツ

野球 剣道 柔道 吹奏楽？



推論 inference

①演繹推論

前提１「関西出身のA君は親切である」
前提２「関西出身のB君は親切である」
結 論「関西出身者は親切である」

大前提「すべての人間は死ぬ」
小前提「ソクラテスは人間である」
結 論「ゆえにソクラテスは死ぬ」 （形式）pならばq、qならばr

deductive reasoning

②帰納推論 inductive reasoning

利用可能な情報から論理形式に基づいて 結論を導く推論である。

複数の個別的・具体的な事象から共通性を見出し、一般的法則を導く推論で
ある。

A君 B君 X君関西出身 …

関西出身者は親切である


